
蕊・晋代、司馬・曹両氏の浮華・老荘思想をめぐる政争

好並隆司

｢序」

蕊の陳群が九品中正制を以て、官僚の人事を行うに至ったが、戦乱の静まりと共にこの法の問題

点が論議されるに至った。司馬蕊は郡中正を保留したままで、州中正を置き、そこで主要な人事を

させた。一方、郡中正は郷論を反映する機能をもち、在地の評判を選考基準とした。その為、選抜

は曹爽・何異・王弼ら「浮華」の徒とされた人々の一党を多く挙用するに至った。それに対し司馬

鶴は異議を持って、州中正が置かれたのであり、そこでは貴族を対象にして選び、彼らを政府高官

に任じたのである。こうして見ると、此の段階では司馬・曹両派の政治力が均衡していた為、自ず

と両中正が並存した結果になったものと思われる。まず、この中正論議からみて行こう。

｢１｣、司馬誌の中正制批判。

「太平御覧｣、中正の篠所引･干宝晋紀に「･･案九品之状。諸中正既未能料究人才。以為可除九制。

州置大中正」とあって、始め郡中正だけ置かれていたが、それでは人才を評価するには不十分であ

るとの理由で､州に大中正を置こうとした。司馬慾の提案である。これに対して､政敵の曹爽の弟・

曹義は｢･･欲除九品而置州中正。欲検虚実。一州闇遠。略不相識。訪不得知会。復転訪本郡先達耳。

此為間州中正而実決於郡人」（太平御覧265引、曹義集）とあるよう、州中正は一州が度すぎる為、

その地の人物を充分には知り得ない。実際の所は郡人によって評価され得るものだと言って、その

提案に反論している。

この論争の趣旨は矢野主税氏(駐')によると、司馬氏が曹氏を挑発して朝政を握ろうとしたものと

言う見方を提示された。しかし､州を中心に選挙するのは中央政府に近い人材の登用を狙うもので、

在地勢力による郡中正の選挙機能とは異なる趣旨の選挙法であろう。州中正を郡のそれの上位に霞

き、それを通して中央政府の官僚配置を司馬一派の自由にしようとする企みであったと思われる。

｢２｣、夏侯玄による批判。

司馬氏の批判とほぼ同時に、夏侯玄が郡中正制を批判する。宮崎市定氏の論(註2)を引くと、人事

権は中央の台閣が握るものであるが、台閣は下位の官長に委ねて、彼が地方の実情を見て人才を台

閣に推薦するのが本筋である。ところがこの筋と異なって､中正の職を設け郷品を以て等級を付け、

此によって中央が人事をするとなると、これは裏口人事である。こうなると、郷党の評判を得るの

が有利であり、中正に運動するのが更に近道である。このように、夏侯玄の言い分は官吏の選考は
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